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□研究結果の概要 

【①研究プロジェクトの概要、特色】 
 農業廃棄物のタマネギ外皮の有効利法を開発することを目的とした。タマネギ外皮は廃棄処理に大きな
費用を必要とするが、その経費を削減し、さらに新たに利用産業を起業することで大きな経済効果を狙

う点が特色である。 

【②研究の成果】 
 外皮には、生活習慣病を予防する成分であるケルセチンが１００gあたり８２１mg、その配糖体が６
８９mg、プロトカテキュー酸が４１６mg含まれていることを見いだし、その抽出方法として５０％ア
ルコールが最適であることを発見した。 

【③本格的研究への展開】 
 残留農薬の完全な除去を、大変困難であったが、水前洗浄、水での逆圧抽出という方法を開発して、

可能にした。 

【④今後の事業化に向けた展開】 
 農薬を含まない皮を細断物として供給しタマネギ石鹸とする。また、細断物とその抽出物をジュース

などの素材として供給する販売ルートを開発した。 

【⑤地域的波及効果】（技術基盤強化等の効果、地域社会・経済発展への寄与）  
 有効成分の抽出技術と農薬を除去する技術基盤を確立した。この効果は、農業生産物を原産地で処理

し、新たな食素材を調製する地域産業を起業すると考える。また、農業廃棄物に要した費用をほぼすべ

て削減でき、それを新たな食品に利用する産業を起こすので、経済効果は兵庫県下で、少なくとも年間

５０億円と思われる。 
 


